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1 .序論
;主泳は自然のrjlで，自己の気力体力の限界に

挑戦すること，ま三集r:-tlの律大さを知るという
教育的な意義がある f 会宅， 2005). 遠泳時に

:土不安や舎しさがある中で-作ぎ切るための
注し、気持ちが必要となる.そこで¥京者は達成
動機;これ:けした.達成動機とは、達成欲求と失

敗恐怖の三つの側而を持ち，成功を収めること
ム J)!覇中を表す「達成欲求j と失敗を避けるこ
と/，川判明を表す[失敗恐怖jが杭置f寸けられ

ている{尤浪，さの10). これらには個人何持つ有

能感との関連が指摘されており，遠泳において
も同様であると考えられる.本研究では遠泳前
後における達成一重IJ憾の変容と，有能感との関連
について明ら方、に γう二とを自由りとする.

2.研究方法

{調査対象1川 7年度 9丹にffJ;つれfJ3
オ"バ遠泳受講者 379人から q 不満を除い

ー乙俳人オのデータを分析に月ii， :'. (有効

;江戸川寸逮詠十抗告しり)2 [iiiω 実習前を

re‘実習後1'0汗tとす7，
【アンケート内容}光浪(山 Iノの達成動機尺

度三因子 9項討口、求・矢販恐怖)と有能
感，不安!怠受容. -!}j)L'性につい亡の項目を

加え，事前では 21JI.川、事後では配述を追加し
23項目を使用した.
3.結果と考察
1 )遠泳前後でのj重成動機や他の要因の変存
連株前慢の乙[.dìのデータの平均僚のど主をj束~，j

すろ;竺めに対応のある t検定をおった.その結
果，受容感以外はPre-Posi tHJに千;意な変化が見

られた(表1).達成欲求司失敗恐怖ラ有能感が
jf司上し，不安J惑が低下しf二連休という課題へ
乃遂行が影響したと考えられる.
友 1 遠泳前後での各要因ので灼仰い標準偏差? 川会

主の結果

Pre Post t鐘
M(SD) M(SD) 

達成欲求 13.44(2，13) 13.95(2.29) 時1.95桝本

失敗恐情 1O.86( 1.95) 11.13(2.02) -1.41料

有能惑 9.04(3.74) 10.90(2，92) 一6.17材*

不安感 8.98(3.48) 7.83(3.51) 2.81 牢牢

受容感 11.80(2.26) 12.25(2.44) -1.52 n.s目

n=290 '"火*rr'{idl **p<. ()] 
1 達成動機の泳jJ級別礎石

ど力級を要ドjとする2要伝!万散分析を
/--'/ ぺ三三ろ.交正作用;こ;有意な見J 込みられた

(達成動機.. 化 286) 17.884， p(. i 

恐怖 :F (1，286) =8.03， pく.01)ため，級引で i)

検定を行った司その結果，達或欲求，失目敗If;恐t忠?引L←いh川'11川|ハげ1fJ
共に，泳力級が最も低い泳力級Dのみ有ごihl

上したことが明らかとなった.その要因として，
泳ぐこと、二社して恐怖心が大きく.達成への不

女も大きかった泳力級Dの学生か，捕講や練習
を重ね上達し，本遠泳の場で、主持くへの達成欲求

が向上したと考えられる. 主主，失敗恐怖につ

いては，練習を積み重ねてレても，泳カに関十
る不安や琵琶湖の状況なと，) ~ら，恐怖心を払拭
することができヂ，工 η 失敗へω恐怖も高ま~')
たと考えられる.
3)達成動機の男女別変容

時期と性別力2要因分散分加工を行った結
達成欲求には男女による違いはなく，両君、{いち

有意に向上していt:. 失敗岩J怖には女子ぷ j

Prc-.-Post MJJ'こ 戸 午 1ょが見られた.このこと

から，女子の万が精神面，行 fJ面で不安ゃだ号、怖
が大きかったと考えられる d

4) 達成動機ぴ}変容と有能出，-;関係、

達成欲求と失敗恐怖には開係があると
.t \-亡相関分析を日~，...の結

之、三乞らも正の.f日間関係が見!"，: ('， Post 
共に達成欲求が高しリ、は失敗欲求も高し、

が明らかになった.
有能感を事i誌の高中低位若干;こ分け，時期ど '1)

2要凶分散分析をわ二結果，交正作用に有意

な差が見られた (F:(L 286) =19.02‘〆.001). 
達成欲求についコス低位群で、は有意な向上

が昆られ，高位併では有草花1ftFが見られた‘
失敗恐怖はすべての群で有む;こ向上しており.

h古E出の程度による差はなか.....)こ定感の低
J土， (ノk}J的に自信がないながらも完泳す

るためにうまい、気持ちで取り組ん二とが有能
j) 1(1! Jニ繋がったと考えられる.夫以恐怖は

frfj弘法のfi;!主に関わらず向上しごし、た

4まとめ

達成動機の変存(土足感，詠力，性別が大き
く関係していむこと江、Wjらかになった.
今後，具体的な響につし、て明らかにする必

妥があるとともに，泳や不安などの個人差に
ついての指導・i選長方法を検討する必要ポ
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